
地域の会第１１回運営委員会・第１２回広報委員会 ９月１２日（日）11:00～13:15 
 

◆ 会 場：柏崎原子力広報センター ２F研修室 
◆ 出席委員：新野・川口・高橋・武本・渡辺（丈）・佐藤・渡辺（五） 
◆ 欠席委員：今井・田辺 
◆ 事 務 局：名塚係長・桑原主任・鴨下事務局長・木村 
 
 
講演会について 
 
● 事務局より概要説明 

・ 講師は武田徹さんに依頼し、承諾を得た。 
・ 講師は地域の会の活動に関心を寄せており、委員と意見交換してみたい意向。 
・ 講師と日程調整した結果、10月 5日（火）・12日（火）・11月 2日（火）・9日（火）の中
で、決定してほしい。この日は市民プラザも空いている。 

・ 一般告知、広告等はどうするか。 
 
 今までの運営委員会の話し合いの中では、勉強会の拡大版なので、委員の知り合い等に声をかけ、

オブザーバーの参加である程度会場が埋まるので、積極的に動員はしないが、公表はするという話

だったと思う。 
 何の告知もなしで、後で批判が出ないか。大々的な広告は必要ないが、どこか紙面の一部にでもお

知らせ程度に載せておけば、公開を原則とする地域の会ということで、説明もつくのではないか。 
 多数の申込みの場合を考え、「席に多少余裕があるので希望の場合事務局へ申込み」ということで

記載しておけばいいのではないか。 
 演題についてだが、「歴史の展望」というのは少しおかしいのでは。タイトルは大切なので、一般

の人の間では、タイトルだけが１人歩きする可能性もあるので、講師と調整してもらいたい。 
 
＜決定事項＞ 

・ 10月 5日（火）6:30開催。場所は市民プラザ・風の部屋。人数は 90名程度。 
・ 質疑応答含め２時間程度（午後 6：30～8：00講演、8：00～9：00質疑） 
・ 講師の希望があれば、終了後、有志で懇談を行う（講師は話をするならアルコール抜きの

方がよいという意向）。→講師に意向を確認する。 
・ 演題については、「“原子力・原発問題”の歴史と展望」として、事務局で講師と調整して

もらう。 
・ 他の委員さんには、早めに連絡を。 
・ 告知に関しては、次回「視点」への掲載では間に合わないので、新聞記事として掲載して

もらう。その際、聴講希望の場合は事前に事務局へ申込みをしてもらうようにする。 
 

次回以降について 
 
 次回定例会の日程は、防災訓練の日程が 11 月上旬の平日２日間としか公表されていないので決定
することは難しいが、ある程度の日程を決めておいたほうがいいのでは。3 日は祝日なので、それ
以外の日で決定したらどうか。 

 本年度の視察はどうするか（六ヶ所村、浜岡、福島など）。 
 昨年度は 11月に懇親会をしているが、今年度もどうか。 
 東電への資料請求に関する説明をどこに組み込むか。東電は資料請求に対する回答は資料を配るだ

けでなくキチンと委員に説明したいとの要望。今回の地盤に関する資料説明は最低でも 40 分は必
要と聞いている。 



 防災訓練の前に誰が訓練のどういう点を見るのかなど話し合いをする時間が必要ではないか。 
 10月 5日の講演会の時に、訓練前に集まる機会を持つか、運営委員会に一任してもらうか意見を聞
いてみてはどうか。 

 
＜決定事項＞ 

・ 11月定例会は、訓練が 11月 1・2日を想定、5日（金）午後 6：30から開催。防災訓練に
対する意見交換を 1.5 時間ほど。それで終わらなかった場合は、次回も引き続き行う。そ
の後、懇親会を開催。 

・ 12月は、1日（水）18：30から開催。東電からの資料説明（と防災訓練）。 
・ 防災訓練には、地域の会としてなるべく出席してもらいたい旨を委員に通知し、その前に

訓練の詳細を話し合う時間を持つか、運営委員に一任してもらうか、委員に諮る。10/5の
講演会の後に、事務連絡の時間をとり、そこで決定。 

・ 視察は、事務局のほうで 3案くらいを出してもらい、10月いっぱいくらいで決定。 
 

任期について 
 
● 事務局より 

・ 委員さんの任期が２年、来年４月末であり、委員の選任について今から検討願いたい。 
 

 懇親会の時にでも、来年４月末で任期２年の期限がくるということで、話を出したらどうか。 
 
情報誌について 
 
● 事務局より 

・ 発行は 10月 5日。 
・ 表紙は臨時会の写真ということだったが、４号機視察状況の写真にしたい。 
・ 8月の地震対策については、次回まわしにしたい。 
・ 10月 5日の講演会の案内は掲載できない。 
・ 投稿のタイトルについて本人に確認のうえ、少し修正したい。 
・ 編集後記の見直しを提案。広報委員としての立場説明を含んだものにしてはどうか。 
・ 記事の見出しがかなり過激になっているあたり、どうか。 
 

 表紙の地域の会の説明は、毎回入れたほうがよい。 
 投稿の人の住所は、市町村名のみにする。 
 これだけの資料では、最終確認ができない。次回の校正の前に、もう一度運営委員会を開催できな

いか。 
 臨時会の中見出し「美浜事故は・・・国の姿勢に強い疑念」は、抵抗がある。「美浜事故を受けて

開催した」程度のでいいのではないか。 
 ゲラの段階で、もう１回見ないと何とも言えない。 
 事務局は修正が大変というが、手続きは大事にしたほうがいいと思う。 
 内容をキチンと確認する必要があり、大変だが、もう一回集まったらどうか。 

 
＜決定事項＞ 

・ 9月 23日（木）10：00から、運営・広報委員会開催。 
・ 事務局でゲラを作成し、当日話し合う。 


